
 今年に入り、ちょっとした確認不足や運転時の操
作ミスによる重大交通事故が多く発生しています。 
 誰しも交通事故を起こしたくて起こしている訳で
はありませんが、運転するときには、 
     『認知・判断・操作』 
を心掛け、確実に運転ができなければ、交通事故に
直結します。 
 大切な命を守る確実な運転をするためにも、次の
ことを再確認しましょう！！ 
  

     

右よし！左よし！ 

 目や耳などによって周りの状況を把握することです。 
 確実に認知ができていないと…標識や信号の見落とし
に繋がります。 

 認知に基づいて、どのように行動するか決定すること
です。 
 例えば…「進もうか」「止まろうか」です。 

 認知と判断に基づいて、運転操作を行うことです。 
 認知等が確実にできていなければ、誤った操作とな
り、交通事故となってしまうのです。 

 やっぱり交通事故は怖いの～。 
 交通事故を起こさないためにも『認知』を確実にして『判断・操作』
に繋げた運転をしないといけんの～。 

～年齢とともに変化する視野の話～ 

人間の視野は、加齢とともに変化します。 

特に６５歳以上の高齢者の方は注意が必要です。 

運転中に自身の左右を見るための視野が狭くなり、視野の端
にあるものを発見することができにくくなるので、車を運転
するときには注意しましょう。 

認知・判断・操作

を誤ると・・・ 


